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研究成果の概要（和文）：連続再生法を用いた共同研究を日米で行い、参加者の再生のパターンにおける文化的
な共通点と差異について分析を行った。特に、文化的な価値を反映したものの見方（分析的注意か包括的注意
か）に対応し、アメリカでは中心的な事物に関連した事物（例えば家の前の道）の再生率が、日本では周辺的な
事物（例えば雲）における再生率がそれぞれ高くなった。また、子どもの文化的産物に対する親のフィードバッ
クの仕方が文化的産物に対する親の好みを反映した文化的な価値観（例えば調和）に対応する可能性についても
検討し、その可能性と一致した結果が特に高齢者において強く見られた。

研究成果の概要（英文）：I conducted a study with a serial reproduction method in Japan and the US 
and analyzed cultural similarities and differences in how the participants would reproduce the 
picture of a landscape which had been shown shortly. Reflecting culturally dominant ways of 
attention (i.e., analytic vs. holistic attention), Americans were more likely than Japanese to 
reproduce an object related to central ones (e.g., a path in front of a house), whereas Japanese 
were more likely than Americans to reproduce objects in the background (e.g., clouds). I also 
examined a possibility that parents’ preferences to cultural products produced in their own 
culture, which accompany a culturally dominant value (e.g., harmony), would be associated with how 
they give a feedback to cultural products produced by kids. Japanese adults’ preferences to 
Japanese colorings were positively associated with the likelihood they gave feedback related to 
harmony, and the tendency was strongly found in older Japanese people.

研究分野： 社会心理学

キーワード： 文化　価値　認知
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研究成果の学術的意義や社会的意義
文化と人の心の性質との相互構成過程を理解するにあたり、文化から人への影響は、その心の性質の文化依存性
についての集約的な研究によってその理解が進みつつある。一方、なぜその文化差が生じるのか、特にグローバ
ル化の昨今、情報のボーダレス化によってその文化的差異は減じても不思議ではないにもかかわらず、なぜその
差は維持されてきているのかについて、文化の成員間でのコミュニケーションや相互作用の結果に着目すること
への重要性や方法は論じられているものの、実証研究に乏しい。その意味で、他者に情報伝達する際、文化的価
値に関連したものの見方に影響されたバイアスが生じることを実証的に示した本研究の意義は大きいだろう。
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図 1. 実験 1 で使用した風景画 

１．研究開始当初の背景 
文化心理学の研究は、さまざまな内省指標や行動指標、さらには神経基盤に関する指標を用

い、人の心の性質がそれぞれの文化圏で歴史的に培われてきた意味体系や信念、価値、社会規
範に応じて異なっていることを明らかにしてきた。しかし、文化を特徴づける意味体系や信念、
価値、社会規範がどのように維持、継承されているのかについての理論的考察はさほど進んで
いない。 
申請者は近年その価値や意味体系の維持プロセスに関心をもち、研究を進めている。本国際

共同研究の基課題となる基盤研究 (C) (文化的価値の伝達：個人の選好および文化化による影
響) は、申請者の先行研究（2011-2013 年度若手研究 (B)）が示した文化的価値の維持と個人の
選好との関連、その社会化・文化化による影響、さらには優勢な価値を反映した親から子への
フィードバックに基づき、意味体系や文化的価値の維持・変容のプロセスに焦点をあて、さら
に文化化による影響に関する知見のフォローアップを目指したものである。基課題は、主に、
1) 人から人へ文化的産物が再生されていく過程において、当該の文化において優勢な価値が意
識されることなく付与されていく結果、出発点が同じであっても、最終的な産物は当該の文化
において優勢な価値を帯びた性質を伴い、文化間で大きく異なること、2) 文化化による影響は、
文化的産物に対する好みのみならず、その産出そのものにも見られることを検討した。文化的
産物に内包されている価値の維持・変容のプロセスに注目し、そこに文化化の影響を絡めた文
化心理学の実験研究はこれまでほぼ皆無である。それ故、価値や意味体系の維持・変容のプロ
セスに着目した知見を蓄積させることは重要であり、本国際共同研究でも引き続きその点を検
討していく。 
 
２．研究の目的 
本研究が着目するのは、文化的産物に接することによる一方向からの文化的価値による影響

に加え、文化を作り上げる個々人が文化的価値の運び手として積極的にその価値の伝達や維持
に参与している点である。そして個々人が文化を再生産していく基盤となっているのは、自ら
の日常経験を他者に伝達したり、他者からの伝達内容からその行動の意図を推測したり、その
意図の推測に基づいて自身のその場における行動を決めたり、さらにはその行動が翻って他者
の行動に影響を与えたりする相互作用に他ならない。当該の文化における慣習の日常的な実践
は、その状況を経験する人々の心の性質に影響を与えるが、ではそうした人々はその経験した
状況をどのように伝え、今度はそれが新たな日常的な現実となって他者の心の性質に影響を与
えるのだろうか。その経験の表象と解釈に、人々がもともと慣れ親しんでいる文化的な価値や
認知スタイルは影響を与えるのか。さらには社会化の側面、具体的にはそのような文化的な価
値による影響は発達のどの段階で見られるのか。本研究では、1) 連続再生法を用いた日米比較
実験、2) 文化的価値に対する好みを反映した子どもの塗り絵へのフィードバックに着目した実
験を行い、これらの点を探索的に検討した。 
 
３．研究の方法 
研究 1: 連続再生法を用いた日米比較実験 
 参加者は 161 名のヴァージニア大学のアメリカ人学生と 155 名の神戸大学の日本人学生であ
った。参加者には、まずある風景画（図 1）が 15 秒間示されるのでそれを見るように指示し、
そして後ほど（3 分程度のフィラー課題後）、鉛筆を使ってその絵を再生してもらうこと、さら
には伝言ゲームのように、参加者が再生した絵が別の参加者に示されてまた再生され、それが
また別の参加者に示され再生されていくこ
とを伝えた。絵を媒体とした他者へのコミュ
ニケーションという観点を参加者に伝える
ためにこのような教示をしたが、実際には参
加者の再生した絵は、他の参加者に見せられ
ることはなかった。風景画は、中心的な事物
（例えば家）や背景的なもの（例えば雲）か
らなる絵で、15 の要素から構成されていた。 
洋の東西で異なる自己観や価値を反映し、

西洋においては独立性が、一方東洋において
は協調性がそれぞれ優位であり、また認知様
式に関しても西洋においては中心的な事物



 

 

 

 

 

 

図 2. 再生された絵の例（左：アメリカ人、右：日本人） 

に注意を払いやすい傾向に代表される分析的思考が、一方東洋においては中心的な事物のみな
らず背景を含めた全体に対して注意を払いやすい傾向に代表される包括的思考がそれぞれ優位
である。実際、Masuda, Gonzalez, Kwan, & Nisbett (2008) は、参加者に風景画を描かせた場合、
アメリカ人参加者と比較し、日本人参加者において地平線をより高い位置に描くといった文脈
を重視した傾向が見られることを明らかにした。これらの知見を踏まえ、本研究では、アメリ
カ人と比較し、日本人では背景情報の再生率が高いこと、一方、中心的な事物に関しては日本
人と比較してアメリカ人の再生率が高いことを予測した。 
研究 2: 文化的価値に対する好みと子どもの塗り絵へのフィードバックに関する実験 
 参加者は子どもをもつ日本人成人 363 名（年齢が 20-30 代の参加者 186 名、60-70 代の参加者
177 名）だった。実験では、まず塗り絵に対する好みが測定された。具体的には、日米の塗り
絵 60 組を参加者に呈示し、どちらが好きかを選んでもらった。その際、その塗り絵の文化につ
いての情報は一切与えなかった。次に、先行研究において収集された子どもの塗り絵を呈示し、
それに対するフィードバックの仕方を尋ねた。その際、こちらで事前に用意したフィードバッ
クの候補を呈示し、どれが自身のフィードバックの仕方に合うかの順位づけをするよう依頼し
た。フィードバックは、独立性に関するもの（例えば、色を自由に塗りなさい）と協調性に関
するもの（例えば、線からはみ出さないように塗りなさい）に大別された。Ishii, Miyamoto, Rule, 
& Toriyama (2014) は、異なる 2 つの実験を行い、日本人は調和のとれた日本人の塗り絵を好み
やすいこと、そして日本人の親は子どもに対して協調性に関連したフィードバックを高く順位
づけることを示したが、その 2 つの関連性、つまり日本人の塗り絵をより好む親ほど、子ども
に対して調和性に関連したフィードバックを与える可能性については検討しなかった。そこで
本研究ではその点を検討した。 
 
４．研究成果 
研究 1 では、先行研究

を踏まえ、1) 絵におけ
る中心的な事物の 1 つ
である家の大きさ、2) 
地平線の高さ、3) 各 15
要素の再生率に着目し
て分析した。図 2 に再生
された絵の例を示す。1) 
についてはアメリカ人
が再生した家  (M = 
60.17cm2) のほうが日本人のそれ (M = 56.96cm2) よりも大きい傾向が見られたが、統計的には
その差は有意ではなかった (p = .24)。2) についても文化差は見られなかった (アメリカ: 
10.63cm, 日本: 10.60cm)。3) に関しては、文化にかかわらず、非常に再生されやすい要素 (家: 
100%、人: 89.8&、川: 89.8%、太陽: 85.5%、雲: 85.5%、山: 84.5%、自転車: 84.2%、鳥: 76.6%) 、
中程度に再生されやすかった要素 (大きい木: 67.1%、石: 66.8%、地平線: 63.5%)、再生率が低か
った要素 (花: 46.4%、家の前の小道: 43.8%、小さい木: 24.7%、芝生: 19.1%) に分かれた。加え
て、文化差も見られ、石 (アメリカ: 73.2%、日本: 60.6%, p = .02)、家の前の小道 (アメリカ: 49.7%、
日本: 38.1%, p = .04) 、山 (アメリカ: 88.6%、日本: 80.6%, p = .06) といった比較的中心的な事物
に近くまた前景にあるものは、日本人と比較し、アメリカ人において再生率が高くなっていた。
一方、雲 (アメリカ: 75.8%、日本: 94.8%, p < .001) といった背景情報、そして自転車 (アメリ
カ: 79.2%、日本: 89.0%, p = .02) では、アメリカ人と比較し、日本人において再生率が高くなっ
ていた。上記の結果は、一部の要素に限定されるものの、文化で優勢なものの見方を反映し、
そうした優勢なものの見方に見合ったものが他者へと伝達されやすく、そうした伝達のバイア
スがさらにその当該の文化において優勢なものの見方を強化していく可能性があることを示唆
する。 
 研究 2 では、Ishii et al. (2014) の結果を追認し、日本人成人は日本産の塗り絵をより好み (M 
= 59.7%, SD = 13.3%)、チャンスレベル (50%) と比較しても有意な差が見られた (t = 5.06, p 
< .001)。またフィードバックに関しても、独立性に関係するものより (M = 4.39, SD = 0.63)、協
調性に関するもののほうが高い順位であり (M = 3.44, SD = 0.66)、この文化差も有意であった (t 
= 15.08, p < .001)。そして日本産の塗り絵に対する好みと独立性・協調性に関するフィードバッ
クへの順位づけの相関を調べたところ、独立性との相関は r = .15 (p = .006) 、協調性との相関



は r = -.20 (p < .001) であり、それぞれ統計的に有意であった。予測と一致し、日本産の塗り絵
を好む人ほど協調性に関するフィードバックを与えやすく、一方で独立性に関するフィードバ
ックは与えにくいことが示唆された。また 20-30 代と 60-70 代の年代ごとにこの相関パターン
を調べると、20-30 代においては、独立性との相関は r = .07 (p = .32) 、協調性との相関は r = -.11 
(p = .15) でありともに有意ではなかったが、60-70 代においては、独立性との相関は r = .21 (p 
= .006) 、協調性との相関は r = -.29 (p < .001) であり、いずれも有意だった。この結果は、自身
の文化的価値に合った産物に対する好みは、その文化における子どもたちへの働きかけにも影
響を与え、そしてその結果として子どもたちがその価値を好み、またその価値を反映したもの
を産出することで当該の文化において優勢な価値観は維持されていくことを示唆する一方、少
なくとも今回の日本人の成人サンプルにおいてはその傾向が高齢者に限定されていることも示
唆しており、今後さらなる検討が必要である。 
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